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行列 簿 記 小 史

高寺貞男

I 二重性概念の変遷

簿記史上にあらわれた多〈の簿記書の「表題のい〈っかは. r借方貸方の勘
F プル

定~ r二重の帳簿~ r二重簿記~ r二重の勘定j r三重記入』とし、う言いまわ

しのうちに， 二重性概念 conceptof dualityを反映している o [そして，そ

の場合〕これらの用語には 3つの意味の「二重性』が表現されている。第1

は，帳簿の二重性一一元帳と仕訳帳 であり， 第 2は，勘定形式の二重性

一一借方ページとその反対側にある貸方ページ であり，第 3は，記入の二

重性あるいは転記の二重性である。J"rそして， 時の経過につれて， 二重簿記

die doppelte Buchhaltungの本質は 2つの帳簿の意味ではなくて， 借方貸

方記入の意味に解されるようになった。J')すなわち， ノレカ・パチョ-!J Luca 

Pacioli よりおくれること約 30年， ジE./~:/ェ・アントニオ・「タグリェγ テ

(Giovanni Antonio] Taglienteが [1525年にベネチアで出版した]書物の表

題に“ 4削 e" 山叫ude libro doppio ..すなわち二重帳簿における計算 Rechnung

fuhrcn im doppelten Buchとし、う名称を導入した」当時におい1は r一般

に『二重簿記 Doppelbuchhaltungllとし、う表現によって 2つの帳簿を用いる

簿記を指示していたロ .' [が〕やがて， イタジヤ詰においても apartita 

doppiaすなわち『三重の項目に上る nA，chdoppe1ten Posten.llとし、う名称が

用いられるようになった。 1')

以上のような， 二重の帳簿壱用いる簿記から借方貸方への二重記入簿記

1) A. C. Littleton， Accounting E1!oluti師向 1900，New York， 1933， p. 24 

2) Eugen SChmalenbach， Die doppelte BuchfilkrunιKoln und Opladen， 1950， S. 16 
3) C. Leyerer. . Historische Entwicklung der Buchfuhrung seit der erstcn Kenntms bis 
zum XVIL J abrhundert "， Zeitschrift j1伽 handdswissenschafUicheFo附加吋， 16.Jahrgang 
(1922)， S. 126 
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double entry bookkeeping への二重簿記の「概念内容の変化は，・・ [17世

紀にはじまったり〕原始記入簿[としての仕訳帳〕の分割によって， 助成され

たものであるJ"が iかかる二重簿記のメノレクマーノレ規定における変史 dieser

Wechsel in der Bestim皿 ungdes Merkmals der doppelten BuchfuhrungJ6
)' 

は，今宵では，さらに高次な段階で推しすすめられている。

なぜなら， 今日では， 簿記手続壱仕訳(分類)ならびに配列(再分類)・集〆

計(総合)とし、う内容的(基本的)手続と，それらを外在化するための仕訳

記録ならびに配列・集計記録という外面的(附随的)手続とに分けて， i少

しく反省してみると，二重記入簿記の重要な点は，名取引が借方と貸方とに二ぃ

重に twice記録されることではなくして， むしろ名取引が二重に分類される

ところにあることがわか oJηようになってきたからである。そして，以上のよ

うな，外面的記録手続〔記録形式とそ tへの記入決)から内容的分類・総合手

続へのこ重性概念の重点移動(重心上昇)は，配列=集計記録形式として勘定

形式 accountformを用い，そとへ三重記入 doubleentryしてゆく伝統的な

勘定簿記 account.bookkeeping=二重記入簿記 doubleentry bookkeepingが，

あらゆる取引(企業資本の運動)壱その二重性(二面性)にしたがい三重に(二

面的に)分類・総合してゆく「二重分類簿記 double(0'1" dual) classificatioIT 

bookkeepingJ8) (二面的簿記 two-dimensionalbookkeeping) に従属する下位

概念であるという認識につらなっている。が，その背景に，ともに二重分類簿

記に所属するが，伝統的な勘定簿記=三重記入簿記とはことなり，配列 z 集 計

4) [原拍誼入樽〔としての仕判長〕の分割はまずはじめにフラソスにおいて生じた。J(R Penndorf， 
Geschichte der Buchhaltung同 DeutschlClmd，Leipzig， 1913， S. 201.) とし、われているようにa

[17世紀の揮記についてのもっとも著名なフラソスの著述者J(Ebe仰向)マティユ 「ド ラ
ボルト (Mathieu)de la Porteは最初の著述者として原始記入簿 Cたる仕訳脹]を分割したJ
(Gustav Syko目 ，Syst州民地thoden剛 d F，州四 der'R1A，1;hhal仙 ，g 附 z如 'enAnfangen 

bis zur Gegeηwart， Wien， 1952， S. 46.) 
5) Schmalenbach， a. a. 0.， S. 16 

6) E加，da
7) ]ohn G. Kemeny， Arthur Schleifer， Jr.， ]. Laurie Snel1 <lnd Gerald L. Thompson~ 

F仰~ite MI保thematics即 lkB1山叫ssApplicatic刑， Englewood Cliffs， 1962， p. 347 

8) lb包d.，p. 346 
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記録形式として勘定形式の代りに行列形式 matrixform号使し、， 行列の交叉

するところへ単一記入 only one entry してゆく 「行列簿記 matrlxbook-

keepingJ9)ニ単一記入簿記 onlyone ent可 bookkeepingの新展開があったこ

とはいうま Cもない。

E 行列簿記の形成・展開要件

さて，以土みてきたような二貫性概念の変遷にともなL、，伝統的に実践され

てきた勘定簿記とともに，二重分類簿記体系に所属する簿記形態として位置づ

けられるにいだった「行列簿記は会計の分野への『新しし、』数学の拡張または応

用壱あちわしている。」明正いうわけは，そこにおいて配列=集計記録形式とし

て使われている行列 matrixは，近年その応用範囲を拡犬しつつある新しい数

学の主体をなすものであるからである。事実 iパチョーリの著作以来約 5世

紀後に，ふたたび，会計をごとこまかに取扱った数学書である。」聞と特別の評

価が与えられているケメエー-yュ V ーファー 2世=スネノレ=トムプスγ の共

著「有限数学とその経営への広用~ (1962年)は，その第6節B I会計の数学」

において，同じ〈二重分類簿記体系に属するが，伝統的な勘定簿記に代る簿記

形態として新たな展開をみせている行列簿記号解説している。

とすると，二重分類簿記の歴史巷劃する 2つの時期一一原初的(個別)勘定

簿記が確立・普及しはじめた 15世紀第4四半期と行列簿記が近代的(総括)勘

定簿記とオーバーラップしながら普及化への第一歩を踏みだした20世紀第 3四

半期ーーには，その当時の|新しし、」数学の体系化と普及化に努力した代表的

数学者叫が，普及用の数学書の一部をさいて，その当時広〈おこなわれるよう

9) A. Wayne Corcoran， "Matrix Bookkeeping". The JOU'I糊 1'1λ"附叫叩cy，March 1964， 
p. 60; The Accoun初旬t，October 31st， 1964-， p. 537 

10) Ib~d 

11) Richard Mattessich， At四 untingand Analytical Methods， MeasU'J'em四 ta'J'l.d 丹'()jedinnnf 

Income側 dWealth開 thefr1icro-a.切 d-Macro-E.-onorl引 Homewood.1964， p. 91 

:12) 商人が死亡したり，またほ解散した時だけではなし毎午必らず年末に快草すべきを説ぎ ぞ
の方法を最初に論じたのは， rクリストブaプランタ γ ーの主であるJ(エリク ド・グロリェ，
大塚幸男訳「書物の歴史』昭和史30年， 78'--":'ージ。〕オラソダの数苧者ツモゾ ステヴィソ (1548....... 
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になづた「新しい」二重分類簿記を説いたことになるが，バチョーリが r算
術・幾体・比および比例総覧~ (1494年)中の一節「計算および記録に関する詳

説Jにおいて，祖述するよりも何十年も前に，原初的勘定簿記が形成されてh、

たように，行列簿記もまた，ケメユ一等によって「行列の簿記への応用」聞と

して解説されるはるか以前に開発され，近代的勘定簿記のかげにかくれたよう

な形で特殊な用途に使用されてきたことを見逃してはなるまい。

では，いつ，どこで行列簿記の原型は形づくられ， また，いかなる経路をた

どって，今日みられるような「行列簿記の新展開」期をむかえるにいたったの

であろうか。残念なことには，このように「行列簿記の系譜|をたずねる作業

は，これまで簿記史家によってまったく試みられていない。したがって，ゼロ

から出発するわれわれは，まず，手がかりをつかむため I行列簿記の形成・

展開要件」を明確につかんでおく必要がある。

なるほど， 配列=集計記録形式としての「行列[形式〕・勘定〔形式〕の聞

に互換性が成り立つ」叫以上，数理的(論理的)には，二重分類簿記体系の枠内

で勘定簿記から行列簿記への簿記形態の切換えはいつでも可能である。しかし，

現実(歴史的)にかかる変形がおこなわれ，そとに行列簿記が形成・展開する

には，勘定簿記(さらに勘定理論)がそれ相応り発展段階に達していなければ

ならない。

そこで，その理由を順次のべると，行列簿記は， jjrjの名を将棋盤型表式簿記

chessboard-type table bookkeeping といわれているように 1枚の配列=

1620) が1605........8年にライデγで出版した『数学概論 W~sconstighe Ghedacht同町四』中の一章「イ
タリヤ式商人簿記 Cooprnansbouckhoudingop de Italiaeut:)o.;he wy:seJ である。 ただし，
「披は! 元帳記録に基き決草を行なったとはいえ， 元帳の勘定自体の上に締切手続を施し
たのではな(，元日目晶左は別個の眠薬で損益計算と財産計算をなしているoJ(小島男佐夫『簿記史
論宜」昭和39年" 92ベータ。)そして1 そのために乍成される損益計算表および「資産負置表は，

勘定の1畏簿から，しかもそのグト側に誘導きれたものであるJ(0. ten IIave， .. Simon Stevin 

of Bruges ". in A. C. Littleton and B. S. Yamey(ed.)， Studies in the Histoγ'Y of Aωount 
叫g，London， 1956， p. 244.) としづ意味で， r勘定資料を元帳の外で使用した最初の事例」
(Littleton， op. cit.， p. 132.)であるが， ここでは，帳簿外期間計算(期間決曹)を最初に解い
た論者も，それが問題となりだした昨代。バt査がJ数学者であったことを指摘するにとどめた、、。

13) Corcoran. op， cit.， p. 60， p. 537 
14) 能勢信子『社会会計捕』昭和361F， 99ベデ。
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集計記録表に全取引を配列・集計してゆく表式簿記の一種であるから，いわゆ

るアメリカ式簿記やロジスモグラフィアなど他の表式簿記と同様，そこに設定

される勘定科目数にはおのずから制約があり，せいぜいふやしても数十科目が

上限である。もちろん，かかる広がり上の制約は総括(統括)勘定を用いるこ

とによって克服できる。したがって，行列簿記の形成には，他の表式簿記の場

合と同様，個別勘定よりなる原初的(個別)勘定簿記から総指勘定より構成さ

れている近代的(総括〉勘定簿記への完全な移行が必要条件となる。また，乙

のこと壱勘定簿記の理論的反映としての勘定理論(勘定学説)の面からみて，

原初的(個別)勘定簿記を基礎とする人的勘定理論から近代的(総括)勘定簿

記が基盤となョっている物的勘定哩論への移行が要件となっている，ということ

もできるであろう。

なお，行列簿記では，各種の取引にたいして記入場合は行左列の交叉する桝

目にただ 1個所しか用意されない。その場合，各種の取引がそれぞれ会計期間

中ただ 1回しか生じないならば，問題はないが，実際にはある種の取引は期間

中何回となく繰りかえし頻繁に発生するから，どうしても多数の同種の取引を

集積して，ただ lつの桝目につめこまねばならない。いうまでもなしかかる

記入個所上の制約は総合(合計)転記という方策によって克服でるが，そのため

には，多数の同種の取引の金額合計がしやすいよう貸借仕訳伝票を用し、，また，

出来れば，仕訳記録と配列記録の聞に総合(合計〉仕訳帳あるいはそれに相当

するものを介在させることがのぞましい。つまり，行列(表式〉簿記はその前

提である仕訳伝票式簿記と総合転記をもって結合することによって，その展開

に必要な条件をそなえることができるのである。

ところで，簿記史の教えるところによれば， 17世紀から 19世紀へかけて町，

15) r総括勘定の設定は小刻みにおこなわれたJ (Karl Hax， .. Das Durchschreibeverfahren in 

der Buchfuhru珂 unrlsei ne Rinwirkung auf die OrganisatlOll der Buchfuhru時“，ZfhF， 

24. Jahrgang (1930)， S. 325.)が，その事みは 3 ロッλ大陸諸国にかぎヮても，遅速があ
っ丈。すなわち，総括勘定の部分的利用は「オヲ γダ地方に於て 〔ジモソーステグ fγと低

から多くを学んだド ラ ポ什トにみられるように)すでに 17世紀前半に確立して，ひろく一
般に用いられるに至ったj (小島男住夫『複式帯記発生史の研究』昭和田年， 157ベ ジ。〉のに
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元帳における概観性を高める I手段として，元帳に〔それまで存在していた〕

多数の〔個別〕特殊勘定の代りに，若干の小数の勘定を開設し，それをもっし

多かれ少なかれ〔個別〕特殊勘定を総括し，総括勘定へ統合することによって，

勘定の数を制限する方策が生じた。 しかし、かなる場合でも，総括勘定

はそれに照応する〔個別〕特殊勘定に代替しうるものではなし、かふ 〔個別勘

定の総括勘定への統合〕にもかかわらず， (個別]特殊勘定は，総括勘定のか

たわらに，携行吉れなければならない。このこ土は， r総括勘定壱収容する]

一般元帳または総括元帳のかたわらに， ""，. (個別勘定を収容するJ1冊また

はそれよりも多い特殊元帳〔または個別元帳〕の導入を必要とする。こうして，

2つの種類の元帳すなわち総括元帳と特殊元帳をもったところの総括簿記 die

kollel出 向 Buchhaltung と呼ばれる〔近代的〕簿記〔組織〕形態が生成する」問

にいたった。もちろん，その当初においては， r元帳の多〈は，個別勘定のか

たわらに，個別的特殊元帳(商品有高帳と交互計算帳)を携行している若干の

総括勘定〔商品勘定と交互計算勘定)を掲載している」町にすぎなかった。 Lか

し，やがて 19世紀後半期に入って， r完全な総括元帳のかたわらに，完全な特

殊元帳が成立したという意味での総括簿記の原理の組織的実施」町がおこなわ

れ，そこに近代的(総括)勘定簿記が確立した。そして，このことはただちに

勘定理論の面にも変革を要求し，人的会社かち物的会社への会社形態の進展の

完結点として近代的株式会社制度が確立し，その中に決算報告制度が完全に組

込まれた 19世紀後半期は勘定理論の突替期ともなった。すなわち， 旧来の取

引関係者管理中心主義の人的勘定理論(個別勘定理論)は「損益勘定の領域，

たいし， ドイツ地方ではおくれて， r18世紀に 桂括勘定が生成した。 (G. SykoIa. Die-
K，帥 t叫蜘dBilanztkeoYIen 削 ebetriebs山山chaftiiche←hislonsr;keUnte削 " 棚g，Wien， 1949， 
S. 27.) ただし， その場合， r商品勘定についてのかかる手続 f般商品勘定)はすでに18世杷
に矛閲されたけれども， c取引先〕人名勘定にたいするその適用は19世紀になってはじめておこ
なわれた。J(Penndorf， a. a. 0.， S. 206.) 

16) F. Hugli， Die B山hhaltu旬.gs""Syst附~e und Buιhhalt~似 gs=Fo附 en ， Dritte Aufl.， Bern， 
1923， 58. 168-9 

17) 耳目~， a. a. 0.， S. 332 

18) E，恥naa
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さらに総括勘定 ・の領域についてはまったく役に立たなし、」均と批判され，

それにかわって，期間的総括を窮極の目標とする決算中心主義の物的勘定理論

〈総括勘定理論)聞が提唱された。

なお，以上のような史的展開をささえてきた単元帳の総括(一般)元帳と

個別IJ (特殊〉元帳への分化とほぼ平行して，単一仕訳帳の分化が同時進行した。

もちろん，これら単一仕訳帳・元帳制から複合仕訳帳・元帳制への動きは，い

ずれも，主として，企業形態の進展にき吉えられた経営規模拡大にともない必

要となった簿記労働の水平的分掌をねらったものであるが，どちらかというと，

仕訳帳の分化の方が早<. Iさしあたり元帳記入はそのままにしておかれたの

に，かかる〔簿記〕労働の一層の分掌は原始記入簿[たる仕訳帳〕にはじまっ

た。J21)事実，仕訳恨の分割は， 1673年に「商人と簿記係の指導者 LeGuide des 

Négoc叩畑 C~ Teneurs de L叩叩s~ をあらわしたド・ラ・ポノレ下まで遡ることが

できる。その場合， Iド・ヲ・ポノレト ・によると， (仕入帳，売上帳，現金出

納帳からなる〕特殊仕訳帳〔と彼が「商品にも現金にも関係のないすべての項目

のための記入帳」と好んでいる固有仕訳帳〕は元来仕訳帳の分割として取扱わ

れ，そこへの記入内容は直接元帳へ転記される」町ことになっていたが，それ以

外に彼は「まず〔その途中に]清書仕訳帳 unjournal au netを設定し」町て，

そこに全仕訳記入を集中し，それから間接的に元帳へ転記する総合転記の方法

をも説いていた。「ここに，われわれは，今日の総合仕訳帳の起源を認めねばな

らない。J2u

そして，その後， 19世紀後半期にし、たわ近代的株式会社制度の確立にささ

19) Sykora， a. a. 0.. S. 126 

20) 特にその中でも近代的肘務会計理論の前衛的役割をはたした物的ニ勘定(系統)理論k期間決
算と関係は，両者のはじめての出合いの時期まで掴ってみると，より明らかとなる。事実， rこ
の理論の畳初の代表者または先駆者として〔帳簿外期間決算をはじめて提唱した〕オラング人シ圃
モソ・ステヴ;:/ とフラ γス人マティユ ド ラ・ボルトがあげられている。J (Ebenaa， 
S. 40.) 

21) Ha.x， a. a. 0.， S. 329 

22) Hugli， a. a. 0.， S. 280 
23) Penndorf， a. a. 0.， S. 203 
:24) Eb師向
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えられて，場所的にはなれた多数の部門または事業所からなる多部門(複合事

業所)企業が出現すると，仕訳記入労働のより一層の分掌をはかるため，仕訳

帳をさらに個々の取引にまで水平的に細分化した仕訳伝票を用わる「伝票式簿

言己' がフイレンツェの O・サノレパー教授 Prof.O. Salvagniniによって，

彼の著作「イタリヤ式管理簿記論とその応用 Lateoria del sisfe四 G 吋 aliano

peグ lesc円 tturea問削叫str(ltivee刑 odaliはかaticheper la sua atplicazione 

Novara， 1877 Jlにおいて， 提案された。J2S) この「伝票式簿記 Registrazione

a Schedeにおいては， 什訳帳形式は止揚きれ，それは個々の伝票に分解され

る。すなわち，各取引ごとに， 特殊な〔仕訳〕伝票が作成される。」町具体的

にいうと， I総括元帳〔と特殊元帳への記入〕を考慮して， ー 〔仕訳〕伝票

は水平線をもって 2つの部分に分けられる o 上半分は総括勘定の科目と金額を

記載し，下半分には特殊勘定の科目と金額ならびに取引の小書きが記載され

る。」町このように， 二分式仕訳伝票を用いることによって， 総括簿記の確立

直後に出現した「伝票式簿記……は総括簿記と融合するJ2S
)ことができたのであ

る。

ところで，二分式仕訳伝票の上半分に記載された「仕訳項目が個別的に総括

元帳に転記される場合，または，総合仕訳帳を基礎として[総合〕転記される

場合に，表形式を採用することができる。」附すなわち，すでに総括簿記と融合

した伝票式簿記は，さらに，表式(総括)元帳または表式総合仕訳帳を用いる

表式簿記と組合せることが可能である。

「表式簿記のもっとも古い形態J'"コの「発見者としては， 1804午にあらわした

「簿記簡易化のための補諭 Sutplementa la Tenue des Livres附 1-duef acile JJ 

で，それを説いたフラ yス人z ドマン・ドクグヲ Vジ品 EdrnondDegrangeと解

25) Hugli， a. .a. 0.， S. 211 

26) Ebenr1a， S. 209 
27) Ebenda. 5. 210. 
28) Ebenda， S. 211 
29) Ebenda， S. 192 

30) Hax. a. a. 0.， S. 326 
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されてし、る。」向「とはし、え， かかる〔表式j簿記は当初実践上たしかな地位を

占めることができず，忘れられてしまった。[その代りに]多分ドイツ人移民

によってアメリカへもたらされ，そこではじめて熱狂的に受入れられ， [その

後， 19世紀の中葉に〕アメリカ式簿記としてドイツヘ持帰えられた oJ82
) iとは

いえ， その『凱旋行列』は〔前]世紀の 90年代になってはじめておとなわれ

た。J33)

ただし， とのようにして 19世紀第4阿半期に実践への導入がおこなわれた

いわゆるアメリカ式簿記 diesogenannte amerikanische Buchhaltungや 1837

年にイタリヤ人ジュゼッベ・チェノレボーニ GiuseppeCerboniによって提唱さ

れたロジ旦モグラフィア lalogismographiaは，いずれも， I多欄式簿記 lacom 

ptabilite a colonnes multiplesJ叫として特徴づけられているように，総括勘定

を多欄式〔多桁式)に並列した仕訳元l帳または表式仕訳帳に，仕訳記入と元帳記

入とを合せて同時に一回でやってしまう同時記入簿記 dlesynchronistische 

Buchfuhrungまたは「一段階式簿記 dieeinstuftige BuchfuhrungJ町であっ

た。 もちろん， そこでおこなわれる同時的記人は， これまで進められてきた

仕訳記入労働と元帳記入労働の水平的・垂直的分割を逆行させて，完全に原点

一一「すべての記入が取引の発生後直接元帳勘定になされていた」同仕訳帳発生

以前一一ーに復帰させてしまうから，己れら同時記入壱してゆく原初的「表式簿

記は〔簿記〕労働の分掌の一層の困難化を意味する。」町したがって，かかる難

点を排除するため，伝票式簿記と組合された近代的表式簿記では，表形式はも

31) Penndorf， a. a. 0.， S. 197 

32) SykoTa. Systeme， Method四 undp，町m四 d，γ Buchhaltung，S. 54 

33) Penndoτf， a. a. 0.， S. 201 

34) Leon Gomberg， Hi叫oi1'ecnt~que de la theorie des c問。晦埼， Gene ve， 1929， p. 15 
35) Hax， a. a. 0.， S. 326 

36) W. T. Anderson， C. A. Moyer and A. R. Wyatt， Account叩 g: Basic Finanωat. Cost. 
ω~d Control Concepts， New York， 1965， p. 136 

勘定「簿記の記録手続は，仕訳帳から元帳への順序で丹われるのに反しで，両者の括生順序は
正しくはその反対であり，J (小島，前掲書， 175へ ジ。)r仕訳帳への記入仕!勘定へ三重記入
する樟記 dOllble田 tryaccount bookkeepingが案出された後にその構造に附加されたもの
であった。J(LlttIeton， op. cit.， p. 107.)ー

37) H己X，a. a. 0， S. 326 
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つばら(仕訳伝票による分散的記録にたいする)集中的記録の段階で表式総合

f土訳帳または表式元帳としてのみ使用されることになる o

E 行列簿記の祖述者G ロ yシー

さて，前章での史的考察によって. I行列簿記の形成・展開要件」は 19世紀

第 4四半期にほぼ完全に出そろったことが明らかとなったが，現実に「行列簿

記の祖述者」となる資格をもちえたのは.1Jil:初的表式簿記の 形態である「チ

ェノレポーユのロジスモグラフィアの宣伝者である と同時に. [フリードリ

ヅヒ.S/ェアーの物的二勘定理論につらな 15)数理的勘定理論のパルチザγ であ

り.[勘定の〕擬人化に反映したJ38)リォバンュ・ロヅジー GiovanniRossi (1845 

-192]) であった。

この点について. 1918年(大正 6年)に行列簿記を， グリトフォ yテ・ベリ

ェ ClitofonteBelliniによわ.1将棋盤式簿記 L乱 scritturadoppia a scacchieraJ 

という名でわが国へ紹介した岡田誠一は，つぎのようにのベている。

「将棋盤式簿記法は何時の噴何人の創案せるものなるやは今日の所明らかで

はない。然し，伊太利に於ては極めて古くより此方法を実際に利用し来り，文

普通の複式〔二重記入〕簿記法の補助として之を用い来れるものもありと謂う。

此方法壱初めて学術的に研究して其価値を世に紹介したるものは，伊太利の

簿記会計研究家として有名なるジオグ7'/ニ・ロヅジ一民で，氏の著「ア Y グ

ロ・ノノレマン式将棋盤と将棋盤式複式〔二重分類]簿記J(Giovanni Rossi， Lo 

SGaω7th町 Anglo-No昨 nanoe，lo scrittura in partita dopPia a forma di Scac 

chiM'a， Roma， 1889) は此将棋盤式簿記法に関する典拠なりと謂う。

其後カリアノレヂ，プノレネノレ，ヂオニ;九ザノレチ [CarloSarti)等の諸氏も亦

此簿記法に関して論述を試み，其程度は同じくはないが，皆此簿記法号推称せ

りと謂う。」旬〉

38) Josepト H.Vlaemminck， Histoire et doaorines de ia comttabuite， Bruxelles， 1956， p. 179 
ロッジーの理論の基礎は， A-P=Nすなわち積極財産の合計マイナス消極財産の合計は純資

本に等しいとし寸等式におかれている。(I仇d.;Gomberg， op. at.， p. 73.) 
39) 岡田誠一「将棋盤式樽記法Jr会計』大正6年10月号， pp 21-2 
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以上の引用にもあるように，将棋盤型表を用いて，今日野球最終成積表など

によくみかけるように，二面的分類・配列・「総合を同時におこなう方法 die

synkronistische Zusammenstellungはおそら〈ア yグロ・ノノレ-<'/人によって

すでに利用されていたに違いなし、」叫が，その証人としてグナイ旦ト Gneist壱

あげているロッジー壱筆頭とする 19世紀第4四半期の「若干のイタリヤの論

者はさらに将棋盤式の特殊な同時記入簿記法 einebesondere synl日 onistische

Buchhaltungsmethode (a scacchiere)の形成に努力した。また， (当時のフヲ y

λの代表的簿記学者であったアドノレフ・〕ギノレポーノレ (AdolphJGuilbaultも，

かかる〔将棋盤型の表〕形式を計算結果の総括の場合に大いに利用した。」叫

百行列簿記の系譜

(1) 仕訳元帳としての将棋盤型表

以上みてきたように，当初'lォパンェ・ロッジーをはじめとするイタロヤ

の簿記学者の手で研究開発され，その後，スイスの簿記学者 F・ヒ品ーグリが

『簿記雑誌~ Iご発表した論文明やレオ'/.ゴムベノレグの『会計学の基礎J(1908 

年〉によって， 月イスやドイツに紹介された原初的「表式簿記の一種としての

碁盤式(または将棋盤式〕簿記は，ー 〔ゴムベノレグによって「将棋盤式の特

殊な同時記入簿記法」と特徴づけられていたように〕仕訳元帳の形式をさらに

集約して， 碁盤型表式としたものを用いる簿記で， J43) I仕訳帳と元帳とを合体

したー 〔将棋盤型の〕一覧表〔式の仕訳元帳〕にすべての取引を記録する方

法」叫にほかならなかったロ

くりかえしていうと，ロッジーの手になる「所調将棋盤式簿記法・ は， [将

棋盤のような〕一覧表式の元帳を用い亡居るJ'5)が， その場合， 乙の将棋盤式

'40) L. Gomberg， G1'undleg帥 .gdeγVerrecknung.swissensckaft， Leipzig. 1908， S. 160 

41) Eる附da
42) F. Hugli， "Graphische D目 stellungder Doppik "， ZeitscJwift fuγ Buchkaltt，仰 C，1897( 

1898 
43) 戸田義朗「表式簿記」神戸大学会計学研究室編『会計学辞典」昭和田年， 779ベージ。
44) 黒沢清『簿記学概論』昭和42年， 63へージ。
45) 岡田誠一『直式帳簿の組織と解釈』大正10年， 229ベージ。
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元帳 rnaestrascacchiera なるものを「仕訳帳と元帳の記帳壱一緒にすること

によヲて元帳への転記をなくすための・・・仕訳元帳」的として使っているとと

Kassa 

Wechsel 

Ktokt 

Waren 

Zinsen 

Unkosten 

Mobilien 

附図 I デーベスの表式総合仕訳帳

150 

150 

1000H 490H I I 6500 

10DO -1 490 日竺?
10000 

100(日

10 
ト一一一

10 
卜一一一

100 

1口0

300 

二 nl Total 

5;出コ
5750一一

7001-ー

41 
100001-1 

1000ひー

101-1 

£日

300 「一 300H 

248501=-

R， Debes， '" Da.s tabelIansche Samrneljournal“，Z出F， IV， Jg， (1909)， S， 136 ~ 
R. Stern， Buchhaltung-Lexikon， 2， AufL.， Bd. II， 1923， S. 62 

Total 附ト| 叫-ll叫4叫-1 1 1 IJ 

46) 飯野刺夫「簿記形態の晃展J~簿記』昭和田年 1 見守， 15ベージ。
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からも明らかなように，それは同時記入的な原初的表式簿記の範囲を抜きでた

ものではなかった。

(2) 総合仕訳隈としての将棋盤型表

以上のようなイタリヤにおける動きにたいし， I総合仕訳帳が…・・ 18世紀の

後半期にあらわれJ(7)また「アメリカ式仕訳帳の実践的適用における変形J
4S
)が

19世紀末葉から 20世紀初頭にかけて色々と考案されたドイツにおいては， I改

良アメリカ式簿記形態の様式にしたがし、設けられた紙業」叫つまり将棋盤型表

を総合仕訳帳として使用する実務が一部でおこなわれるようになっていた。そ

こで，かかる「表式仕訳幌かち苦干の企業において時折統制帳 Konhollbuchと

して用いられている」問点に注目したロパート・デ-'"月 Robcrt Dcbesは，

19日9年ピ『商学研究雑誌』の最終号，つづいてロバート・ γ 斗テノレY編「簿記

辞典.1(1923隼)において，附図 Iのような「表式〔総合〕仕訳帳のすぐれた点

は，まず，それによって多くの誤謬源泉が司避されるところのただ一向かぎり

の〔取引〕金額記入 dienur einmalige Einstellung der' Betrage と， そう

しても不明瞭とはならないところの摘要欄回避とにある。」叫しかも Iその場

合〔縦横〕双方の合計欄の水平的，垂直的加算額は〔ともに一致して〕統制数

値となる。」町として，その使用をすすめていた。

このように， Iデーベスの表式総合仕訳帳は， ・・借方貸方一致の即時的統

制 einesofortige Kontrol1e 壱可能にするとしづ長所壱もってし、る」叫が， I垂

直合計額が借方合計績をあらわし，水平合計額が貸方合計額壱あらわす表形式

の〔総合〕仕訳阪」叫をもちいて，その合計額壱元帳に転記する方法をウィノレへ

47) Hugli， Buchalt酬 gS=SystM財閥aBuckhaltz州 gs=Por>>志向， S. 230 

48) Fr. Schar， .. Variationen in der prakhschen Verwendung der amerikanischen Jour-
nale' 勾h.l<~ 1. Jahrgang (1906/7)， S. 390 

49) R. Debes， .. Das tabellansche Sammeljour恥 1"，Z.日F，IV. ]ahrgang (1909)， S. 135; 
"Journalisierung:Formen "，日 RobertStern， Buckhaltungs-Lexikon， Zweite， umgearbei 
tete AllJ日 Bd.II， Berlin， 1923， S. 63 

50) Ebenda， S. 135; s. 62 

51) Ebenda， 55. 136-7; S. 62 
52) Ebtn叫 a，S. 136; S. 6-2 

53) Wllli Kronen， Die dkonomisierung der doρpelten 品川~füh叩ng， Koln， 1928， S. 9 

五4) C. Leyerer， Theorie“:nd Geschickte deY Bu品haltung，Brtinn， 1919， S. 12 
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ノレム・カノレへラムは「将棋盤方法 dieSchachbrettmethode J町と呼んでいる。

(3) 総合仕訳帳に相当する「伝票区分棚」

ところで， r此の[将棋盤]方法に宿る原則は，親近の[1920年代の機械〕簿記

Kasse 

Bank 

C目 dt.

Debt. 

Ware 

lJnkol3ten 

Zinsen 

Rek1ame 

lnvent司Z

K"pitnl 

附図 E 伝票区分棚

Kasse Bank Credt. Debt. Ware Unkosten Zinsen Reklame Inventar Kll.pital 

121∞l明
5.851_..1~420.751_11000ー

_1 I'~U:~I_ 1_1 1_1 

11 I 1 1 I I I 
1 1 I_J IJ 

Horizontal-Addition=Surnme der Erkerlnung目 1，Vertikal-Addltion=SUmme 

der Belastungen 
W Kronen， Öhonom~抑附 ， a，グ doppell叫 Buchfuhrung，1928， S， 101 

，55) Wilhelm Kalveram， Kaufm伽削scheBuchkaUung， Berlin， 1929， S， 10:3 
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組織に於て，新しい形態を以て，重用さるるに至っている。」町

そこで， その点についてのべると 19世紀末葉に出現し， その後改良が加

えられた作表付加算機をとりし、れた伝票式簿記では，元帳記入に先だち，仕訳

伝票壱分類・配列するために， I現に設定されている元帳勘定と同数の桝目

Facher 壱垂直・水平にもっている伝票区分箱 Gruppierungskastenを利用す

るJ57)が，この「し、わゆる伝票区分棚 Koordinatenregalは〔附図 Eにみられる

ように]デーベスの【表式]総合仕訳帳と類似した構成をもっている」叫ことに

注意を向げなくてはならない。

このように I作表付加算機が記帳労働の遂行のために利用される伝票式簿

記」では， I総合仕訳帳は〔将棋盤型の〕伝票区分棚 Verteilungsregal と加算

表 Additionsstreifenによっておきかえられている」叫が，その手続を説明する

と，つぎのとおりである o すなわち，まず総合仕訳帳に相当する「伝票区分棚

のたすけをかりて， [仕訳〕伝票を 借方と貸方〔の関係〕にしたがい区分

する。ぞれから，各〔桝同の〕伝票の金額壱作表付加算機を用いて加算する。

・〔その場合〕横にならんだ全桝目の合計額と上下にならんだ桝目の合計額

は一致するはずであるf句、ふ 「借方〔合計]と貸方〔合計〕の対照によって

加算合計額の統制がおこなわれる。この加算表 Additionsbogenを毎日作成す

ることは合目的的であろう。かくして計算された取引数値は，上記の伝票区分

棚に相応した形式の〔附図皿のような]日計表[1.九時es-J Umsatzbogenに手記

によって記入される。」町こうして， I正方形ノパ〈ラ yス Qu血ad世ra此tu町rdes B到ilan田1四ZJB2回2

とよばれる将棋盤型の日計表が作成されるのである。

(4) 複写式簿記における将棋盤型の総括勘定表

56) 杉本秋男『範近簿記組織論』改訂版j 昭和16年， 34ページ。
57) F. Gruner， Tech刑 kder Maschinen-Buchhaltung， Berlin， 1928， S. 49 
58) Kronen， a. a. 0" S. 58 
59) Ernst Walb， Kauf:例 tinnischeBetriebswirtschaftslehre， Leipz-ig， 1932， S. 82 

60) Wolfgang Prelinger， G剛 ndrissder masch問 ellanBuchhaltu旬， 2. durchgesehene verme-
hrte und verbessede Aufi.， Stuttgart， 1930. 55. 99-100 

61) Kronen， a. a. 0.， S. 100 
62) Prehnger， a. a. 0.， S. 100 
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附図E 将棋盤式日計表

Kasse Barェk Credt. De'ot目 WareUnkosten Zinsen Reklame Inv凹 tarKapital 

山 1 1
1肌|(山iJ~∞ -1 1 1 1 山司 o∞一

1 1 1__16叫 901 1 1 1 1 
95，-1 11∞→ 1 1 1 1 

1 1 13お5，751. 1 1 1 1 1 

|帆イ 1 J 1_ 1 L 1 
1 1 1 1 1. 1 1 1 I 

1J11111  
i1_11  l 1_1 255，50 2571，-2145，203365，756542，901155， ー ← 511，25350，-1000，ー
Kontrolle: Sa_ oer Horizontal-Summen=Sa. der Vertikal-Sumrnen 

Kronen， a. a. 0.. S. 104 
ノレーフス・ミング・ドリリ γ グ複写式簿記 Rufus=Mink=Drilling=Durch

schrei be buchhal tungにおいては，複写処理された仕訳伝票 Buchungssatzblatt

から定期的に(たとえば月次に) 1枚の将棋盤型表に統合された総括勘定に転

記がおこなわれるが，その場合，水平に借方，垂直に貸方をならベた「かかる

含蓄ある配列は、 2回の複写なしに 1回の記入でもって，ある総括勘定の借

方記入と他の総括勘定の貸方記入を同時になすことができる。かくして，各総

括勘定には，すべて相手総括勘定の金額が記入される。したがって，われわれ

は， かかる〔将棋盤型の]配列を総拾勘定表 Gruppensummenkontentauelle

と呼ばなくてはならない。fめといわれている。

(5) 会計三位研究の補助手段としての会言|行列

スイスの簿記学者ゴムベノレグは，さきにのベたロッジーの将棋盤式簿記から

ヒy}をえて， 1908年にライブチッヒから出版した「会計学の基礎』において，

63) Herbert Buhl， B叫 hhaltungsfoymenund-Ve〆戸hren，Katlsruhe i. B.， 1927， S_ 16 
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特に「図表 diegraphischen TabellenJ なる一章号設けて Iある点で交叉

する垂直線と水平線をもって構成された表形式」すなわち「同時記入的表……

は，会計学研究のより重要な補助手段の一部をなす。ー それは，一連の事象

の二重作用 die Doppelwirkungを概観的に表示しなければならない場合に使

用されると，特に有効である oJGt)と指摘していたが，それから約 20年経過した

附図W ゴムベノレグの正方形表示

DI.E VOLL叩 ANDIGE B UrJI-rI[ALTUNG 

KO~T.ENMASSIGE VERREGHNUNG ALLER ERGEllNISGRUPPEN (KONTENVERKIl:IIR) 

1_' 
L. Gomberg. Eine geometnsche Darstell酬~!J deγ BuchhaUungsmethoden， 1927 

s. 9; G. SyKoTa.' J)ie Konten 附 dB包 l4nzthe O'l'~en. 1949， s. 114; R. Mattessich， 

J4ccounting and Anat少tica1M，幼ods.1964， p. 90 

64) Gomberg， a. a. 0.. S. 160 
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1927年に，己の点、を具体化すベ( ~簿記方法の幾何学的表示』と題するモノグ

ラフを発表して，そこにおいて，経済活動の全結果を二面的に分解した場合に

r 2つまたはより多くの勘定[系統またはグループ〕聞に成立しうる相主関係

die wec.hse lseitigen BeziehungenJ町を正方形壱も勺て総括する「勘定聞の取

引関係の正方形表示 diequad日 tischeDarstellung des KontenverkehrsJ66
)壱

探究した。そして. rゴムベノレグは. (附図Nとして転載した〕彼の幾何学協

〔つまり全取引の座標的〕表示の正当性を 15点にわたって説明し. (最後に〕

正方形〔表示〕の完全性は 二重〔分類]簿記の方法にのみ妥当する。J町と

結論していた。

かかる結論からもうなづけるように，ゴムベノレグの場合には. r同時記入的

正方形 einsynchronistische QuadratJ叫を簿記実務へ惨透させようとする姿

勢はみられず. r完全な正方形」倒〉を自己の物的勘定理論の現実的な基礎づけの

ための立証手段として用いてゆく立場がつらぬかれていた。

なお，その史的認識に不充分さがみられるが r会計を行列形式で表示する

アイディアが出現した最初の証拠としてわれわれが知っているのは，ゴムベノレ

グの簿記点法の「幾何学的』表示である。」開〉と指摘して，ゴム之ノレグに注目し

ているアメリカの会計学者リチャ-1-'・マテy ッヒは.1957年に『会計学研究止

に発表した論文「会計の一般的・公理的基礎づけをめざして」において，さき

のゴムベノレグ路線をより抽象化した形で「会計vステムの行列式イヒ」町を試み

ているが，これも，ゴムベノレグと同じ系譜に属する kみてよいであろう。

65) L. Gomberg. Ej叫~ geomelr~sche 且'J; rstellung der Buchhalt山 g剖刑thoden，Be'rlin， 1927， S. 6 
66) Ebenda， S. 11 
67) Sykora， Die Kantenー酬iBil酬ztkeoγ~en ， S. 114 
68) Gornberg， a. a. 0.， S. 14 
69) Eb四 da.， S. 8 
70) Mattessich， op. cil.， p. 88 
71) R. Mattessich. "Towards a Gene:ral and Axiornatic Foundation of Accountancy， with 

an IntroductlOn to the Matrix Formulation of Accollnting. Systems "， AccoUnt附 g R， 
search， October 1957， p. 328 
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V 行列簿記の新展開

「今日までの会計(学)ほ，その夫部分が，分類の科学 ascience of cIass 

日cationであった。 ー・ [しかし〕ヂの難点は， 綿密に分類・集計された項

目相互間の関係 therelationship between を分析するとし、う問題にほとんE

思い壱いたさなかったところにある。」町

なるほど， ζの点に関するかぎり，会計専門家の使う用具はあまりにもプリ

ミティプであって，事実，財務諸表分析にみられるように，単純な分析方法に

かぎられていた。 しかし， r分析会計学(学) analytical accounting の成

長」町がまった〈なかったわけではない。ぞの「アイディアは，アメリカでは，

「展開表 spreadsheet 11の名の下に知られてきた。」町

展開表とは，エリッグ・ L ・コーラー『会計専門家のための辞典~ (1952年)

によると， i一詳の関係勘定または類勘定の分析壱含んでいるところの，たと

えば f附図Vにみられるように〕水平線が借方を，垂直線が貸方をあらわして

いる[特殊な]計算表 worksheetJ町である。そして rそれが転認の基礎と

して使われる場合には， (総合〕仕訳帳とみなされうる」が r勘定の検討と

総括」のために「特に表示用として作成される場合には，時として勘定1

連関表 articul此 ionstutementと呼ばれている。J6)

もちろん， rし、かなる展開表も単に行列にすぎない。J町「それは， 基本的に

は， 会計行列 accountingmatrixに符合するものであ芯 u ・・・しかし， 幾十

年もの問，目・....アメリカの展開表ほ忘れきられてきた。そして，会計行列化つ

いてのより一般的な所説壱系統だててのべるのに新しい衝撃をあたえたのは，

[ワ V りー・ W.レオYチィエフ WasilyW. Leontief によって研究開発され

72) T. W. McRae. The Imtact 01 Comtuters on Auou叫四g，Lonrlon. 19'64， p. vii 
73) Ibia.. 'p. viii 
74) Mattessich. ACGounting and Anal川icalMethods. p. 88 
75) Eric L. Kohler， A Diclionary joγAcco凶勿tants，2 nd ed.， Englewood Cliffs. 1957. p. 444 
76) lbid.. pp. 444-5 
77) A. Charnes， W. W.旨 Cooperand Y. Ijiri， "Ereakeven Budgeting and Programmingぺ

Journal 01 Accounting Research. SpdIJ-g 1963， p. 37 
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(吋 Saleof investment (b) Purchase of investments (f) Return of sale 

Collections of accounts (c) Sales of merchandise 同 Purchasesof merchandise 

Sale of capital stock (d) Purchases unsold 叫 Baddebt writteg off 

Refund of overcharge (e) Payment of liabilities Operating expense 

L. Kohler， A Dictionary foγ Acco岬 d側 ts，1952， p. 389; Matte四 cb，ot. cit.， p. 91 

τ:百琵1お刀

0.2 

0.22 寸五百五
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た]産業連関分析 interindustryanalysisであった。J78) その結果， 1956年頃

から r会計行列は産業連関分析から企業会計〔の分野〕へ広められ，そこで

は色々な見解が展開されている J町

以上要約すると，経済理論におけるレオYチィエフの投入産出「そデノレは，

最近では， r企業〕会計分析 accountinganalysis (の分野]へ拡張された n

そして， かかる行列概念の応用は会計理論をより洗練された扱いやすい公

式で示すことの発展を助けるであろう。J'白川、や，そればかりではない。それと

同時に，行列の簿記への応用としての行列簿記の実践への穆透を推進しつつあ

る。このような意味で r行列簿記の新展開Jはすでにはじまったといえるで

あろう。

〔追記〕

本稿脱稿後，神戸大学高田正淳助教授の教示によれ 西ドイフにおいても，最近，

Erich Kosiolが Buchhaltungs-und K，白 U帥 theorieauf der G町 ndlageder-M叫 n

M 仰向chnuηgなるそノグラフを発表していること壱知った。が， このモノグヲフは，

行列簿記を論じたものではなく，彼のいわゆ Q die 町 stem.atischeeinfache Buch 

halturigならびに二重簿記が，ともに収支からなる二面的シェーマで， つまり同形の

行列モデルによって， 表現しうることを数理的に明ちかにしたものであるから，系譜

的には， (5)のゴムベノレ〆の『簿記方法の幾何学的表示』の流れをくむものと位置づけ

られよう。

78) Matte551ch， opωt.， p. 90 

79) R. Matte5-s1ch， Simulatioη 01 the Firm th岬 ugha Budget ComタiterProg即 m，Homewood， 
1964， p. 19. 

r1957年にマテジッヒが行列の簿記への応用を論究した論文を書いて以来， (アメリカ〕の大学
院学位論文やそ"'1国の文献ではi 行列樟記に関して時折言及されるにすぎなかったJ(Corcoran， 
op叫.p. 60， p. 537.) が， r最近，企業会計にマトリッグス(行列)の理論ないし手法を適
用することを説いた文献をたびたび見かけるようになった。J(伏見多美瞳「マトリッタス方式の
企業会計への適用 展望と批判Jr産業経理』昭和40年4月号， 178ベージJ 事実すでに引
用したもの以外に』さらにつぎのような文献がある。
河部守弘「勘定連関論の構想Jr産業経理』昭和31年3月号， 53-8へージ，河部守弘『リニア

ー フログラミングによる経営計画」昭和田年， 207-39ページ。
Allen B. Richards， .. Input-Output Accounting for Business"， The Acco曲 'ttingReview 

]uly，.1960， pp. 429-36 

Yuji Ijiri， Management Goal5酎 tdAccou叫 ing10y Contyol， Amsterdaro， 19喝5，pp. 82-137 
80) Thomas H. Williams and Charl田 H.Gri姐 n，T加 M叫hemat~caJ Dime1問。n01 Account 

a旬 cy，Cincinnati， 1964， pp. 101-2 


